
こ
。
物
品

・
数
量
を
記
し
た
後
に
地
名
を
書
く
の
は
珍
し
い
。
⑮
は
荷
札
に

由
来
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
上
端
以
外
は
欠
損
す
る
。
⑩
は
二
片
接
続
で
、
上

端
折
れ
。
下
部
に
は
穿
孔
が
あ
る
。
ω
は
完
形
荷
札
。
塩
を
貢
進
す
る
こ
と
か

ら
、
「田
田
」
は
後
の
紀
伊
国
名
草
郡
多
田
郷
に
該
当
す
る
か
。
サ
ト
名
の
次

に

「
五
十
戸
」
「里
」
を
省
略
し
て
い
る
。
⑬
は
完
形
だ
が
、
裏
面
の
墨
書
は

削
り
残
り
。
「
五
丈
」
は
上
長
押
の
長
さ
で
、
割
書
に
は
そ
れ
を
組
み
立
て
る

際
に
使
用
す
る
釘
の
種
類
と
本
数
を
記
す
。
付
札
状
を
呈
し
た
進
上
状
で
、
地

方
か
ら
の
貢
進
荷
札
で
は
な
い
。
⑬
は
上
端
折
れ
、
下
端
二
次
的
切
断
。
「弟

国
」
は

「廣
人
」
の
出
身
地
と
み
ら
れ
、
後
の
山
城
国
乙
訓
郡
に
該
当
し
よ
う
。

一
文
字
目
は
下
部
が

「木
」
の
字
体
で
、
「集
」
と
釈
読
で
き
れ
ば
、
「物
集

村
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
は
上
端
折
れ
で
、
材
の
下
部
に
日
付
と
人
名
を
記

す
。
⑪
は

一
三
枚
を
と
じ
合
わ
せ
た
槍
扇
の
破
片

（上
部
欠
損
）
で
、
最
も
外

側
の
一
枚
に
墨
書
す
る
。
②
は
上
端
部
の
左
右
二
箇
所
に
径
約
五
ｍｍ
の
小
孔
が

あ
り
、
そ
の
下
に
墨
書
す
る
。
呑
付
に
関
わ
る
か
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
人
』
全
一〇
〇
八

年
）同

『飛
鳥

。
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
二

（一
一〇
〇
八
年
）

（市
　
大
樹
）

奈
良
・安
倍
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
桜
井
市
安
倍
木
材
団
地

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
〇
次
調
査
　
一
一〇
〇
六
年

（平
１８
）
八
月
１
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
桜
井
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
木
場
佳
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
倍
寺
は
七
世
紀
中
頃
に
創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
代
寺
院
で
、
『東

大
寺
要
録
』
な
ど
か
ら
、
阿
倍
氏
の
氏
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
主

要
伽
藍
及
び
寺
域
の
西
限
は
ほ

ぼ
確
定
し
、
南

・
東
限
に
つ
い

て
も
そ
の
概
略
を
捉
え
て
い
る
。

北
限

・
北
域
の
土
地
利
用
状
況

動

は
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
が
、

と口

銅
津
や
銅
製
品
、
輪
羽
日
、
板

勝

ガ
ラ
ス
片
、
墨
書
土
器
な
ど
が

出
土
し
て
お
り
、
工
房
や
雑
舎
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が
存
在
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
安
倍
寺
跡
の
推
定
寺
域
の
北
縁
部
に
位
置
す
る
。
約
八

〇
ポ
を
調
査
し
た
結
果
、
藤
原
京
期
か
ら
平
安
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
調
査
区
西
側
で
検
出
し
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
か
ら

一
五
九
点
、
削

暦
約
四
〇
〇
点
が
出
土
し
た
。
溝
Ｓ
Ｄ
〇
三
は
幅
四

・
五
ｍ
以
上
、
深
さ
約
六

〇
帥
を
測
る
。
遺
構
の
時
期
は
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

埋
土
は
五
層
に
分
か
れ
、
層
ご
と
に
分
け
て
遺
物
を
取
り
上
げ
た
が
、
各
層
に

顕
著
な
時
期
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
出
土
遺
物
は
他
に
、
土
師
器
、
須
恵

器
、
軒
瓦
を
含
む
九
瓦

。
平
瓦
、
木
製
品
、
円
面
硯
、
土
錘
、
漆
膜
の
付
着
し

た
土
器
片
、
漆
塗
り
の
木
製
鉢
片
、
「□
寺
」
な
ど
と
墨
書

・
刻
書
さ
れ
た
土

器
片
、
製
塩
土
器
、
和
同
開
亦
、
鉄
釘
、
輔
羽
回
、
ト
リ
ベ
、
鉱
津
、
滓
の
付

着
し
た
土
器
片
、
銅
滴
、
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

Ｓ
Ｄ
Ｏ
二
　
一
一層

口
百
七
十

一
別
塔
作

。
「
＜
久
比
十
五
□
□
」

。
マ

日

□

　

　

」

Ｏ
Ｏ
］

μ
μ
∞
×

］
Ю
×

］
　

ｏ
∞
Ю

Ｓ
Ｄ
〇
四
　
一二
層

い

　

「
＜
四
千
□
」

Ｓ
Ｄ
〇
三
　
四
層

⑬
　
。
「上
稲
千
汁
上
　
　
　
」

名

□
□
国
人
十
束
三
□
」

⑥
　
。
「大
大
大
者
乃
□
馬
大
大
大
皮
皮

〔白
　
大
力
〕
　

〔水
力
〕

名
□
□
□
日
――
□
□
ロ
ー十
日

Ｓ
Ｄ
〇
三
　
埋
土

一
括

〔
十
力
〕

０

　

「
＜
三
尺
五
□
戸
□
□

①
　
。
「□
十
九
斤
　
其
四
斤
日
――
□

口

回

〔
二
月
ヵ
〕

名
□
□
□
□
廿
八
日
口
□

「
＜
仏
聖
□

「
＜
回
団
半
暫
　
回
□

回
￥
キ
ｒ
　
回
￥

③
　
・
在
在
摯
Ｖ
Ｖ
□
Ｙ

〔在
力
〕

。
□
□
　
木
　
□

岸
枷
『
×

Ｐ
卜
×

∞
　

ｏ
∞
Ｐ

〔
二
六
十
力
〕

⑩

　

□
口
□

Ｃ

∞
９

×

含

じ

×

Ю
　

ｏ
∞
μ

Ｏ
Ｐ
×

］
ｏ
×

Ю
　

Ｏ
∞
］

ｏ
�
×

］
ｏ
×

∞
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

（
ｏ
∞
）
×
Ｐ
ｏ
×
伽
　
ｏ
∞
ｏ

（
電

∪

×
含
∪

×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
］
∞
）
×
］
∞
×
ヽ
　
ｏ
∞
ｏ

（
『
∞
）
×
∞
×
『
　
ｏ
∞
Ｐ
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①
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日
国大
大
作 大

□
九
斗
九
升

日

□

。
「
＜
白
門
屋

。
「
＜
□
□
□

。
「
＜
三
尋
半

。
「
＜
加
□
□

・
八
日

一
九
日

一
十

一

【
日
力
〕

。
□

一
九
日

一
十
三
日

・
□
石
　
師
□
□
」

。
　

日

□

」

令

９

×

含

９

×

い
　

ｏ
∞
Ｐ

廿
具
浄
ヵ〕胴
配
鰤

〇
〇
〉
〈
Ｐ
Ｏ
×

］

　

Ｏ
Ｐ
Ｐ

日

一
十
二
日

一
十
四
日

一
十

〔乙
力
〕

・

□

　

　

□

□
□
口
子

・
□
ロ
ギ
ロ
ロ
ｆ
□
□

（側
面
）

含

∞
じ

×

Ｏ

Ｄ

×

Φ
　

ｏ
∞
Ｐ

（
『
Ｐ
）
×

μ
∞
×
Ю
　
ｏ
∞
ｏ

（
ω
の
）
×
］
卜
×
］
　
ｏ
∞
ｏ

含

じ

×

Ｇ

）

×

卜
　

ｏ
曽

（
〓

じ

×

含

じ

×
枷
　
ｏ
盟

い
は
右
辺
の
み
原
形
を
と
ど
め
る
。
裏
面
に
は
薄
く
削
い
だ
痕
跡
が
あ
る
の

で
削
婿
で
あ
る
。
墨
痕
は
極
め
て
薄
い
が
赤
外
線
装
置
に
よ
り
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
「
口
」
と
あ
る
の
で

「百
七
十

一
」
は
人
の
数
を
示
す
と
み
ら
れ
、

次
い
で

「塔
作
」
と
あ
る
の
で
塔
な
ど
の
伽
藍
建
立
に
関
わ
っ
た
作
業
員
の
人

数
を
記
し
た
木
簡
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
木
簡
か
ら
考
え
る
と
、
塔
の
造

営
は
天
武
朝
か
ら
藤
原
京
期
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

②
は
上
端
に
切
り
込
み
を
も
つ
完
形
の
木
簡
。
表
面
の

「久
比
」
は
不
詳
。

五

・
大
文
字
日
は
そ
れ
ぞ
れ
木
偏

。
人
偏
の
文
字
で
あ
る
。
裏
面
は
非
常
に
墨

痕
が
薄
い
た
め
釈
読
で
き
な
い
。

０
は
二
次
的
な
整
形
を
受
け
、
上
端
は
刃
物
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
裏
面

は
文
字
の
一
部
が
削
ら
れ
て
お
り
、
習
書
の
後
に
二
次
加
工
が
な
さ
れ
た
と
み

ら
れ
る
。

０
は
上
端
に
切
り
込
み
を
も
つ
完
形
の
付
札
木
簡
。
下
端
に
は
漆
が
付
着
し

て
お
り
、
そ
の
ま
ま
箆
に
転
用
さ
れ
た
ら
し
い
。
「四
千
」
と
か
な
り
大
き
な

数
を
記
す
が
、
そ
れ
が
何
の
数
で
あ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

９
は
完
形
の
短
冊
型
木
簡
。
上
端
及
び
下
端
は
や
や
丸
く
整
え
ら
れ
て
い
る
。

二
年
目
は
筆
の
運
び
か
ら
す
る
と

「柳
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
裏
面
の

「十
東
」
か
ら
考
え
て

「稲
」
と
釈
読
し
た
。
こ
の
木
簡
も

「千
汁
」
と
か
な

り
大
き
な
数
を
記
す
。
「上
」
は
進
上
の
意
か
。

⑥
は
上
端
及
び
左
辺
は
原
形
を
と
ど
め
、
右
辺
は
割
れ
、
下
端
は
折
損
す
る
。

墨
書
は
両
面
に
あ
る
が
、
裏
側
は
非
常
に
薄
く
釈
読
困
難
で
あ
る
。
習
書
。
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⑭
は
破
損
が
激
し
い
が
、
上
端
の
一
部
に
削
り
整
形
の
痕
跡
が
あ
り
、
上
端

左
右
に
も
切
り
込
み
の
一
部
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
僅
か
に
見
え
、
荷
札
木
簡
で

あ
る
。
下
端
部
は
折
損
し
て
い
る
。
冨
一尺
」
の
下
は
や
や
墨
痕
が
薄
い
が
、

「五
十
戸
」
と
み
て
よ
い
。
三
尺
五
十
戸
は

「
ミ
サ
カ
ノ
サ
ト
」
で
あ
り
、

『和
名
抄
』
に
は
武
蔵
国
横
見
郡
御
坂
郷

・
備
後
国
神
石
郡
三
坂
郷

・
筑
前
国

穂
浪
郡
三
坂
郷
が
み
え
る
。
里
で
は
な
く
五
十
戸
と
表
記
す
る
こ
と
か
ら
天
武

朝
後
半
以
前
の
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

③
は
二
片
が
接
合
す
る
が
、
原
形
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
い
。
破
損
状
態
が
不

自
然
な
こ
と
か
ら
、
木
簡
の
廃
棄
段
階
で
人
為
的
に
破
砕
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。

一
九
斤
あ
る
も
の
の
う
ち
、
四
斤
に
つ
い
て
何
か
を
行
な
っ
た
記
録
木
簡
か
。

①
は
上
端
に
切
り
込
み
が
あ
る
付
札
。
切
り
込
み
部
分
に
は
紐
の
痕
跡
が
残

る
。
下
端
は
折
損
す
る
。
墨
書
は
両
面
に
あ
り
、
裏
面
は
天
地
を
逆
に
し
て
記

す
。
「仏
聖
」
は

「仏
飩
」
と
同
じ
で
仏
前
な
ど
に
供
え
る
米
飯
で
あ
ろ
う
。

⑩
は
上
端
は
二
次
的
加
工
に
よ
り
細
長
く
削
る
。
下
端
は
折
損
。

⑩
は
上
端
折
損
、
右
辺
割
れ
、
下
端
部
は
断
面
逆
字
形
に
表
裏
両
面
か
ら
刃

物
を
入
れ
て
切
断
す
る
。
「九
斗
九
升
」
と
大
き
な
量
を
記
す
。

⑫
上
下
両
端
、
左
右
両
辺
と
も
原
形
を
残
す
小
型
の
木
簡
。
中
心
の
左
右
に

穿
孔
が
あ
る
。
上
半
部
は

「廿
日
…
」
と

一
行
で
記
し
、
下
半
部
は
二
行
に
分

け
て
記
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
木
簡
が
も
う

一
点
あ
る
。

①
は
上
端
は
原
形
を
と
ど
め
、
切
り
込
み
を
も
つ
。
下
端
は
折
損
。
二
文
字

目
は

「
マ
ロ
」
と
訓
み
、
七
世
紀
の
木
簡
に
よ
く
見
ら
れ
る
人
名
表
記
で
あ
る
。

口
は
上
端
及
び
左
右
両
辺
は
原
形
を
と
ど
め
る
。
上
端
左
右
に
は
切
り
込
み

が
あ
り
、
紐
の
痕
跡
が
残
る
。
下
端
は
切
断
さ
れ
て
お
り
、
二
次
的
加
工
の
可

能
性
も
あ
る
。
墨
痕
は
両
面
と
も
か
な
り
薄
い
。

⑮
は
上
下
両
端
は
折
れ
。
左
右
両
辺
も
割
れ
て
い
て
原
形
を
残
し
て
い
な
い
。

日
付
を
順
に
記
し
、
各
日
に
確
認
の
た
め
の
合
点
を
付
し
た
木
簡
で
あ
る
。
な

お
、
こ
の
合
点
ら
し
き
墨
痕
は
界
線
の
類
の
可
能
性
も
残
る
。

的
は
下
端
と
右
辺
が
原
形
を
と
ど
め
、
左
辺
は
割
れ
。
上
半
分
は
表
裏
両
面

と
も
破
損
が
激
し
い
。
全
体
に
や
や
大
き
め
の
文
字
を
記
し
て
い
る
が
、
内
容

は
よ
く
わ
ら
な
い
。

側
は
上
端
及
び
下
端
は
折
損
し
、
側
辺
は
片
側
の
み
原
形
を
と
ど
め
る
。
側

辺
の
中
央
に
は
正
面
と
左
右
の
三
方
向
か
ら
の
切
り
込
み
が
あ
る
。
文
字
の
配

置
に
規
則
性
は
な
く
、
ま
た
同
じ
文
字
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
か
ら
習
書
木

簡
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
京
都
教
育
大
学

（当
時
）
の
和
田
率

氏
、
余
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
鶴
見
泰
寿
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

桜
井
市
教
育
委
員
会

『桜
井
市
平
成
１８
年
度
国
庫
補
助
に
よ
る
発
掘
調
査
報

告
圭
屋

（桜
井
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
三
〇
、
二
〇
〇
八
年
）

（木
場
佳
子
）




